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研究成果の概要（和文）：地域活性化に向けた問題解決には、グループ発想技法とマップ図解に

よる「討論全体の見える化」を組み合わせ、デジタルツールに対応したワークショップ等の討

論支援が有効である。本研究では、観光まちづくり事業や学生による設計実習を題材に、小グ

ループによる問題解決型討論作業のモデル化と Web ベースによる討論支援インターフェースの

開発を行い、情報化に対応したワークショップのシステム環境の開発を行った。	
 

  
研究成果の概要（英文）：It	
 is	
 quite	
 necessary	
 to	
 support	
 the	
 collaborative	
 discussion	
 in	
 
order	
 to	
 create	
 innovative	
 designing	
 in	
 local	
 community.	
 We	
 focused	
 on	
 the	
 several	
 methods	
 
of	
 graphic	
 facilitation	
 to	
 visualize	
 the	
 framework	
 of	
 group	
 activities	
 and	
 evaluated	
 them	
 
in	
 practical	
 projects.	
 Then	
 we	
 have	
 developed	
 the	
 visual	
 and	
 interactive	
 workshop	
 
environment	
 enhanced	
 with	
 Web	
 technologies.	
 The	
 APEX/VPBv2,	
 our	
 developed	
 system,	
 is	
 able	
 
to	
 mediate	
 the	
 complicated	
 dialog	
 in	
 design	
 project	
 on	
 the	
 web	
 based	
 graphical	
 pinup	
 board. 
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 直接経費	
 間接経費	
 合	
 計	
 

2009 年度	
 1,600,000	
 480,000	
 2,080,000	
 

2010 年度	
 900,000	
 270,000	
 1,170,000	
 

2011 年度	
 1,100,000	
 330,000	
 1,430,000	
 

年度	
 	
 	
 	
 

	
 	
 年度	
 	
 	
 	
 

総	
 計	
 3,600,000	
 1,080,000	
 4,680,000	
 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・都市計画／建築計画 
キーワード：都市・地域計画、遠隔地間協同作業 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 地域振興やまちづくりを目的とした産官
学連携による地域イノベーション事業が盛
んに行われる中で、地域の抱える問題やまち
づくりの方策を学識経験者、企業関係者、行
政担当者、地域住民等のステークホルダーが
協同で解決・提案していくことが重要になり
つつある。このような意見交換や小グループ
による問題解決のスタイルは、ワークショッ
プ形式の討論で実践されていることが多い。

しかし、これらの討論プロセスにおいて、IT
（情報技術）が十分に活用されているとは言
いがたい。これらの問題は次のように整理で
きる。 
 
１）ワークショップで行われた討論や合意形
成の過程は、議事録等の文書や地図、時にホ
ワイトボード等での討論図解の記録に留ま
ることが多く、ワークショップ参加の当事者
以外には、その来歴や経緯がわかりにくい。 
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２）地域問題を解決するワークショップに同
時に参加できる人数は限られており、地域外
からの知見やアイデアの集約による協同作
業が困難である。 
 
３）グループでのアイデア発想技法や討論環
境はデジタルメディアやツール、ネットワー
クに対応しておらず、IT を活用できていない。	
 
	
 
	
 我々はこれまでに専門的知識を有する設
計者による協同設計と討論を可能にする Web
ベースのシステム APEX/VPB の開発に取り組
んできたが、設計やまちづくりの専門家でな
い、地域住民や関係者との企画段階でのアイ
デア生成や討論を可能にするワークショッ
プ支援環境とデジタル化に対応した討論ス
タイルを構築する必要がある、と考えた。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 本研究の目的は、次の 4点を設定した。ま
た本研究が目指したデジタル化された環境
でのワークショップ討論とデータベースの
ワークフローを図１に示す。	
 
	
 
１）デジタル化されたワークショップに対応
したデザイン環境の提案	
 
	
 煩雑でアドホックな作業をともなうデザ
イン検討作業に対応できる IT ツールを備え
た討論環境の提案	
 
	
 
２）地域開発や企画デザインにおけるアイデ
ア討論方法の構築	
 
	
 デザイン検討には多くの資料やアイデア
提示が行われるが、これらの設計リソースを
ノードとし、設計リソースの関係や時系列で
のつながりを「見える化」するグラフィック
ファシリテーション（以下、GF）による討論
モデルを考案、コラボレーション作業におけ
る討論プロセスを明らかにする。	
 
	
 
３）デザイン履歴の視覚化とナビゲーション
インターフェース開発	
 
	
 ネットワーク構造モデルをもとにデザイ
ン案の展開や変遷をグラフィカルに提示す
るインターフェースの開発。	
 
	
 
４）ヒストリーベースでのデザイン履歴マネ
ジメント手法の確立	
 
	
 住民参加型まちづくりワークショップ支
援として、デジタルアーカイブ化されたデザ
イン履歴を参照しながら、デザイン提案の収
束と作業テンプレート（検討手続きの定式
化）をめざしたマネジメント手法の構築。	
 
	
 	
 

 
図 1	
 WSと討論 DBのワークフロー 

 
３．研究の方法 
	
 本研究は、泉南市商工会との共同事業とし
て取り組んだ観光開発プロジェクトと研究
室学生によるデザイン実習、デザインコンペ
等の教育実践を検証事例とし、小グループで
のまちづくり討論、デザイン企画、コンセプ
トの立案プロセスの観察と実証実験、さらに
GF 対応のインターフェース及びデジタルア
ーカイブの構築に取り組むこととした。研究
方法の各段階を以下に示す。	
 
	
 
１）図解でのグループ討論技法の導入と検証	
 
	
 企画段階でのまちづくりや建築デザイン
検討作業には、言語だけでなくスケッチやモ
デル等の設計リソースの取り扱い、またそれ
らのリソースの関係を構造化する視覚言語
的な操作を伴うことから、マインドマップ、
アヤトゥス・カルタ（フィンランド式マイン
ドマップ）、マンダラート等の図解討論技法
を導入する他、ブレインライティング等の討
論マネジメント技法の有効性の検証作業を
行った。	
 
	
 
２）デジタルツールによる討論作業の比較	
 
	
 非専門家や一般ユーザによる討論作業を
想定し、電子ホワイトボード、電子ペン、タ
ブレット等のデバイスの使い勝手や導入作
業に伴う発想および共同作業への影響を検
証した。	
 
	
 
３）討論作業モデルの検討と提案	
 
	
 デザイン発想プロセスを段階的に基本と
なるアイデアや制約条件の発散的収集、関係
づけやグルーピングを行い整理する構造化、
吟味や検証を行う収束の３段階モデルと仮
定し、検証事例から討論モデルとして提案す
る。	
 
	
 
４）図解討論支援システムの開発	
 
	
 Web 上で設計リソースやアイデアを収集し、



 

 

先に述べた段階的討論作業モデルに対応し
た Web ベースのリッチインターフェースの開
発とアイデアリソースを収集、保存するデー
タベース環境の開発を行った。	
 
	
 
５）図解討論支援システムと従来技法の比較	
 
	
 開発したプロトタイプシステムを従来の
討論技法や環境と比較することで、提案シス
テム環境およびモデルの優位性を有効性を
検証した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 本研究の成果として、まちづくりワークシ
ョップを想定した討論作業モデル、GF に対応
した討論支援インターフェース APEX/VPBv2
の開発、観光まちづくり事業での実践および
提案システム環境と従来討論作業の検証結
果について報告する。	
 
	
 
○ワークショップ討論作業モデルの提案	
 
	
 グループ討論作業のデジタル支援に向け
て観光まちづくり事業やコンペ企画作業を
観察、従来作業と電子ツールによる比較から、
討論作業の支援要素となる 4 点を抽出した。	
 
①	
 個人のアイデアをカード記入、共有する	
 
②	
 討論しながらカード移動・グルーピング	
 
③	
 カードやグループにコメントや注釈を付
ける	
 

④	
 討論記録の保存、履歴として参照できる	
 

 
図２	
 従来技法の観察実験と討論の様子 

 
図３	
 デジタル環境での討論作業 

	
 これらの観察結果および考察から、グルー
プ討論作業プロセスを図４に示す発散、構造
化、収束の段階モデルとし、システム支援の
領域を明確化した。	
 

	
 

図４	
 ワークショップ討論プロセスモデル	
 
	
 
	
 また図解討論技法とマネジメントの効率
化をねらい、発話中心のブレインストーミン
グに対して、描き込み中心のブレインライテ
ィング技法の導入がデジタル支援に有効で
あることを明らかにしたこと、マインドマッ
プ、マンダラート、アヤトゥス・カルタのマ
ップ図解技法では、セミラティス構造による	
 
関係構造を作成できるアヤトゥス・カルタ技
法が有効であることが検証できた。	
 
	
 
○GF 対応の討論支援インターフェース	
 
	
 GF による討論作業の「見える化」について
以下の利点が明らかとなった。	
 
・	
 討論全体を俯瞰、参加者の理解を助ける	
 
・	
 参加者の当事者意識を高める	
 
・	
 議論の脱線や論点の逸脱を防ぐ	
 
・	
 既出アイデアから新しいアイデアを触発	
 
・	
 討論や合意過程を「見える」成果で保存	
 
	
 
	
 本研究では、これらの討論支援対象、プロ
セスモデル、マップ図解による「討論作業の
見える化」に対応した討論支援システム
APEX/VPBv2 の開発を行った。システムのワー
クフローを図 5に示す。	
 

	
 

図５	
 APEX/VPBv2 のワークフロー	
 
	
 
	
 APEX/VPBv2 では、３つのマップ図解インタ
ーフェース（図６）を Adobe	
 Flash による Web
システムとして構築、設計リソースを保存す
るリレーショナル DB と連携してデジタル環
境でのアイデア討論作業をサポートする。	
 

	
 

図６	
 ３つのマップ図解インターフェース	
 
	
 



 

 

	
 APEX/VPBv2 でのデザイン討論作業の流れ
は、図７で示す作業フェーズ「リソース PB-
プロポーザル PB」「Personal モード-Public
モード」を組み合わせた４段階で展開する。	
 
① Personal モード＋リソース PB：個人登録
したリソースの閲覧・検索・個人作業での
構造化	
 

② Personal モード＋プロポーザル PB：個人
でのプロポーザルの登録・閲覧・公開作業	
 

③ Public モード＋リソース PB：グループ作
業で公開リソースの閲覧・検索・構造化	
 

④ Public モード＋プロポーザル PB：グルー
プ作業によるプロポーザルの閲覧・評価	
 

	
 

図７	
 APEX/VPBv2 の４つの作業フェーズ	
 
	
 APEX/VPBv2 では、サムネイルアイコンで示
されたアイデアやスケッチ等のリソースを
グラフィカルマップとして図解し、並べ替え、
グルーピング、関係づけ（リンクで結ぶ）、
カテゴリ分け（キーワード編集）等の構造化
作業を行うことで、討論プロセスを強化する
とともにその履歴をデジタルデータとして
保存、参照することを可能にする。（図８）	
 

	
 

	
 
図８	
 APEX/VPBv2 の基本インターフェース	
 

システム導入作業と従来作業の比較結果	
 
	
 開発したシステム環境の有効性を検証す
るために図９で示す比較検証実験を行った。	
 

 

	
 
図９	
 討論プロセスと比較実験の概要	
 

	
 
	
 これらの実験結果から、開発・提案したシ
ステムの利点と優位点について、	
 
① PB の切換えで複数視点からの検討が容易	
 
② 討論が進むにつれ作業画面が整理されて
いくので、作業が煩雑になりにくい	
 

③	
 時間・空間的な制約がなく作業可能	
 
④ 記録や共有が容易	
 
⑤ 対面利用では構造化作業に関して評価が
高く、分散利用では情報収集・収束作業に
関して評価が高い	
 

	
 
等の結果を得られた。	
 
	
 
	
 研究総括として、建築・まちづくり分野で
企画初期段階での討論作業やアイデア生成
をビジュアルに検討しながら円滑化・効率化
できる支援システムについて成果を上げる
ことができたが、一方で複雑なアイデア生成
の過程を記述・保存するアーカイブの構築に
ついて今後研究を進めなければならないと
考えている。	
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